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浦久保：　MUDのスタートはカラーバリ

アフリー（CUD）、つまり色覚障がい者の

方々の見やすさに配慮することからス

タートしましたが、色覚障がい者の方々は

国内で約320万人と言われています。人口

比ではごく少数で配慮の必要性はあるも

のの実際の対応となるとなかなか進まな

かったのが実情でした。しかし、国内の超

高齢化社会が現実となり、加齢で色の見

え方や文字の見づらさへの配慮が求めら

れるようになり、色覚障がい者のみならず

高齢者に対しても文字・組版など、メディ

ア全般への配慮としてMUDに代わってい

きました。そのあたりの変遷をどのように

みておられましたか？

寺井：　少し長くなりますが、まず私が

MUDに関わった経緯からお話ししたいと

思います。金沢美術工芸大学・商業デザイ

ン科を卒業した私は広告代理店でさまざ

まなデザインにかかわらせていただいて

いましたが、同校の恩師が定年退職され

るということで大学からお声がけいただ

き、選考を経て2001年に着任することに

なりました。前任の恩師が色彩学の専門

家だったこともあり、色彩演習の授業を受

け持つことになりました。

　午後からの授業は東洋美術や色彩論

など座学を行うのですが、今の生徒たち

にオーソドックスな色のことを教えるだけ

で、社会に出て本当に役立つ内容になる

のか疑問を持っていました。そんな時に

石川県工業試験場から色覚シミュレー

ションについて大学と連携したいという

依頼があり、2年程度共同研究を行いまし

た。デザイン科の学生たちは将来、メー

カーや代理店などに就職することが多い

こともありますが誰しもを思いやる気持

ちを若いうちにインプットすることを目

的に、この共同研究の成果を中心とした

授業を2004年から取り入れることにしま

した。

　国内高齢者の割合が年々増加するに

つれて、色覚障がい者だけでなく、加齢か

らくる色覚を中心としたさまざまなバリア

を持つ人たちに配慮していくことが当た

り前の時代になりつつあります。当初はシ

ミュレーションするために特別なゴーグ

ルを装着したりしていましたが、現在で

は、アプリやAdobe製のソフトにMUDの

チェック機能が標準搭載されるなど、非常

に簡単に確認することができるようにな

りました。

　この流れを客観的にみますと、さまざま

なバリア（障がい）を持つ方に対して思い

やる創意工夫への取り組みが確実に高

まってきているように感じます。
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カラーバリアフリーからMUDへの変遷

浦久保：　寺井先生は行政へのかかわり

も深いのでご存じかと思いますが、昨今

では自治体の調達要件にMUDアドバイ

ザーの資格が求められたり、学校の教科

書にUDフォントが採用されるなど、MUD

の必要性が認められる社会になってきま

した。さらにCSR、SDGsへの取り組みで

MUD対応に拍車がかかりました。行政、

民間企業からさまざまな要請に対応され

ておられる寺井先生から見て、その変化

は感じられますか？

寺井：　まず行政と民間企業を比較しま

すと、行政はMUDに対する取り組みは遅

れていると感じています。浦久保さんが

おっしゃる和歌山県の入札要件にMUD

への配慮が入るという事例はごく稀で、

全国的にみるとまだまだ浸透していない

と感じています。これは私たち石川県でも

同様です。私は金沢市の広報ディレク

ターという立場もあるのでよくわかるの

ですが、金沢市は加賀友禅など全国的に

みても「工芸」というモノや技術に多くの

予算をかけています。しかしMUDのよう

にソフトや人々の意識（見えないモノ）に

予算を投資する風潮には至っていませ

ん。反対に民間企業のほうが断然進んで

いて、大手企業になればなるほど、MUD

への配慮をすることは当たり前になって

きたといえるでしょう。

　しかしSDGsという大きな変化のきっか

けがやってきました。金沢市でも「金沢市

ゼロカーボンシティ」の宣言もしており、行

政としてSDGsはホットなワードになって

います。持続可能な開発目標の17項目と

MUDをどのように結び付けていくのか

が、今後の普及・啓発の鍵を握るのではな

いでしょうか？この2つを絡めることで市

民・企業・行政に対してMUDの共感度を

上げていくことで、誰も取り残さない社会

への一歩が踏み出せると思っています。

メディア・ユニバーサル・デザインが
大阪・関西万博のレガシーに
私たち印刷業界は約15年前から「伝わりやすく、分か
りやすい」に配慮した情報伝達分野におけるユニバー
サル・デザイン、いわゆるメディア・ユニバーサル・デザイ
ン（以下：MUD）に取り組んでいます。また、全日本印刷
工業組合連合会（以下：全印工連）ではMUDの知見を

集め、さらなる可能性を見出すために「MUDデザイン
コンペ」を主催、毎年実施しています。そのコンペの審査
委員長をお願いしています金沢美術工芸大学の寺井
剛敏教授に、MUDに取り組む意義やこれからの可能性
についてお伺いしました。

大阪府印刷工業組合 理事長

浦久保 康裕寺井 剛敏
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金沢美術工芸大学 視覚デザイン専攻教授



寺井 剛敏

1961年石川県生まれ。視覚デザイン専攻教授。石川県ビジュアルデザイン協会会長。石川県景観審議会委員。
金沢市広報ディレクター。金沢市屋外広告物審議会会長。神戸芸術工科大学非常勤講師。金沢美術工芸大学
大学院修了。㈱乃村工藝社、㈱博報堂を経て現職。本学では、ブランディング、ソーシャルデザイン、色彩演習を
担当。受賞歴、ディスプレイ産業大賞、ディスプレイデザイン優秀賞、JCDデザイン大賞、日本サインデザイン賞
優秀賞、日本観光ポスターコンクールグランプリ国土交通大臣賞など。代表的な仕事、NISSAN本社・銀座ギャ
ラリー改装プロデュース、カネボウ「LUNASOL」店鋪プロデュース、北陸新幹線ロゴマーク、金沢の食文化シン
ボル、スローガン企画制作、金沢市観光ポスター、その他デザインディレクションなど多数。

浦久保：　寺井先生が勤務されている金

沢美術工芸大学では国公立の美術大学で

初めて、MUDを授業として採用されまし

た。その経緯と取り組み後の学生の変化

や他大学の変化などがありましたらお教

えください。

寺井：　経緯については冒頭にお話しした

とおり、デザイン技術を学ぶだけでなく、

MUDを通じて誰しもを思いやることを若

いうちから学ぶべきだと思ったからです。

他大学などはどうか分かりませんが、具

体的にMUDを取り入れているのは当校

だけだと思います。

　美術系の学生はここ十数年で学ぶこと

が飛躍的に増えてきたのが要因なのかも

しれません。私が学生時代はまだまだア

ナログの傾向が強かったのですが、いまは

動画編集などデジタルへの教養も身につ

けなければなりませんので、そこまで手

が回らないのかもしれません。

　大手民間企業で働く卒業生の話を聞き

ますと、出社するとMUDに対応したモニ

ターが既に設置されているのが当たり前

で、MUDを学んだからどうこうではなく、

知識があることが前提で配属されている

と聞いたことがあります。

浦久保：　寺井先生には「MUDコンペ」の

審査員を永年お願いしていますが、この

コンペにおける出品傾向の変化を感じら

れていますか？ また、MUDへの理解促進

やさらなる発展のためにMUDコンペが

果たす役割はどのようになっていくべき

でしょうか？

寺井：　「CUDコンペ」から時代背景を反

映して「MUDコンペ」へ進化してきたわ

けですが、近年では若い世代を中心とし

て、時代性を反映させた作品が年々多く

なってきているように感じます。これはデ

ザインを通じて社会課題を解決すること

が可能だということが徐々に浸透してき

ている証だと感じます。

　しかしMUDだけではどうしてもイン

パクトが弱いように感じています。先に

も申し上げましたが、SDGsの17の目標

を前面に出しながら、その課題解決の

ひとつとしてMUDのストーリーをセット

にしていくことでMUDの必要性を高め

ることができるのではないかと考えて

います。

　次のステップとして、何が社会課題な

のかを「先に見つける力」を磨いていくこ

とが重要と思っています。デザインだけ

では、メシが食えない時代ですので、学

生には本人の「存在意義（Purpose）」を

考え、自分の目指す北極星を見つけるよ

うに伝えているのですが、自分の弱みの

なかに答えがあることが多いのです。強

みは結構他人と同じことが多いのです

が、弱みは千差万別なので、そこから存

在意義を見つけ出し、社会課題を見つけ

るヒントにしています。

浦久保：　寺井先生は視覚デザインの専

門家として、コロナ禍における視覚デザ

イン・視覚コミュニケーションに変化が起

こったとお考えでしょうか？ また変化がも

たらしたこれまでにない課題などがあり

ましたらお教えください。

寺井：　コロナ禍において良し悪しは別

として、本校でも大きな変化が起こりまし

た。特に美術大学のなかでも美術科や工

芸科というのは対面でモノに触れたりす

る実技が圧倒的に多いので、リモートの

授業に最初は戸惑いが生じました。幸い

にも1学年が150名程度なので、対面授

業は人数制限を行いながら実施すること

ができましたし、彫刻科などでは屋外授

業も結構な頻度であるので、いろいろと

検証しながら対応していきました。

　テクノロジーを使った新たな発見もあ

りました。例えば漆を塗る授業では通

常、細かな手元の動きや筆の入り方が見

えないのですが、固定カメラを数台設置

することで細かな作業を伝えることが可

能になりましたが、やはりアート作品を

直接見たり、場の空気感を感じられない

という、もどかしさは残ります。またどう

してもリモートだと雑談がしにくい。思考

やデザイン、気づきというのは何気ない

日常会話から生まれるものも多いので、

新たなコミュニケーションのあり方を模

索しています。

国公立の美術大学で初めて取り入れたMＵＤの授業 MUDコンペティションの審査

浦久保：　私たち大阪府印刷工業組合

では2025年大阪・関西万博を経済・社会

活性化の好機に位置づけています。

MUDは情報コミュニケーションの分野

（サインや印刷物など）で貢献できると

考えていますが、MUDの普及も含めて

万博とMUDの協働について先生のお考

えをお聞かせください。

寺井：　1970年の日本万国博覧会は私

も小学生の頃に行って、非常に衝撃を

受けましたので2025年を楽しみにして

いる一人です。MUDをこの万博で普及

させる一つとして、「外圧」をかけるのは

いかがでしょうか？

　SDGsもそうですが、世界的な取り組

みに対して必要性を感じるのが日本人

の行動心理です。2025年の万博には

世界中から多くの人がやって来ますの

で、大阪から世界に対してMUDの存

在意義や必要性を発信していっては

いかがでしょうか。「おもてなし文化」

もそうでしたが、私たちが日々日常で

気づいていないことでも海外から見る

と評価が高いことはたくさんあります。

SDGsを絡めながらMUDの必要性を

海外の人たちに評価してもらうことで、

国内のMUDに対する見方が変わる可

能性もありますし、これが大阪・関西万

博のレガシーになればいいなと思って

います。

浦久保：　私たち印刷業はMUDをはじめ

環境対応やCSR認証など他の業界に比べ

て積極的に取り組んでいますが、世間一

般の印刷業に対する認識は残念ながら

印刷物を製造する旧態依然とした産業と

いう認識が強く、そのことが企業活動に

マイナスとなっているのも事実です。

　印刷業の未来に向けて、地域や行政に

対して私たちの取り組み内容や未来に向

けたビジョンをしっかりと伝え、存在価値

や果たしている役割を認識していただく

ことが不可欠です。その意味においても

2025年万博をいい機会としてとらえてい

きたいと考えています。今後ともご指導

のほどよろしくお願いいたします。

　本日はありがとうございました。

2025年をMUDの新たなゴールとともにスタートにする

コロナ禍が起こしたコミュニケーションの変化、そして今後について

湖池屋JAPANプライドポテトパッケージデザインを提案、金沢市長と記者発表地元銀行役員及び担当部署へ、今後の新しい取り組みについて提案（2020年度）

てらい　たけとし
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